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（参考）QRコードを用いた個体識別について

鶏改良推進中央協議会資料から抜粋

令和３年10月29日

（独）家畜改良センター 兵庫牧場
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家系（⾎統）情報の把握と、体重や産卵率等の個体データを収集し、
改良に利⽤するため、兵庫牧場で飼養する全ての鶏には、個体番号
が割り振られている。
翼帯による管理
・個体番号はふ化時にヒナに割り振られる。
・個体番号が刻印されたアルミ製のバンド（翼帯）を
ふ化直後のヒナ（初生ひな）の脚に巻き付ける。

・6日齢で脚に巻いた翼帯を外し、翼膜へ付け替える。

翼帯

⺟家系ごとに区分されてふ化した
ヒナ

ヒナの右脚に翼帯装着 脚から外して翼膜へ着け替え
（6日齢）

３-1．QRコードを⽤いた個体管理システム
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翼帯の代わりにQRコードラベルを装着し、機器を使って個体番号を
読み取ることにより、⼈為的ミス発生の防⽌と、作業の労⼒軽減・
効率化を図る。

QRコードラベル

QRコードラベルは、ヒナの翼膜にプラスチックタグ（留め具）を使って装着するが、
ふ化直後のヒナの翼膜は小さく、装着が困難。
そのため、QRコードラベルに輪ゴムをホッチキス⽌めし、輪ゴムをヒナに背負わせる
ようにして仮装着し、翼膜がある程度⼤きくなってから着け替える。

QRコードラベルによる管理

輪ゴムをホッチキ
ス留めしたラベル 輪ゴムを背負わせる

ようにして仮装着

３-2．QRコードを⽤いた個体管理システム
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翼膜への着け替え

プラスチックタグ
（留め具）

6日齢でヒナに背負わせたQRコードラベルを外し、輪ゴムを取
り除いてからプラスチックタグ（留め具）で翼膜へ装着。

QRコードラベルを、
プラスチックタグに
取り付けて翼膜に留める。

３-3．QRコードを⽤いた個体管理システム
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ラベルが表に出ていると
他の鶏につつかれるため、
内側に装着。
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個体体重測定

・ハンディーターミナルで個体番号のQRコードを読み取ると、無線通信
でタブレットのデータベースに個体番号・体重データが⾃動⼊⼒。

体測⽤エクセルファイル
（タブレットにデータ保存）

①個体番号読み取り
②個体番号⾃動保存
③体重計に鶏を乗せる
④体重データが⾃動保存

３-4．QRコードを⽤いた個体管理システム
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